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は
じ
め
に 

 

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

の

詩
経

は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
中
で

抄
写
年
代
が
最
も
早

文
章
が
最
も
整

で
あ
る

抄
写
者
が
使

用
し
て
い
る
の
は
古
文
字
学
者
が
言

戦
国

で
あ
り

資
料
に

が
引
用
す
る
古
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
は

十
分
意
義

安
大
簡

の
整
理
者
は
す
で
に
非
常
に
着
実
な
作
業
を
し
て

お
り

注
釈
部
分
に
あ
る
大
量
の
用
例

や
四
家
詩
の
異
文
に
よ
る
も
の
で
あ

筆
者

整
理
者
の
注
釈
を
基
礎

説
文

が
引
用

と
安

大
簡
の
経
文
の
戦
国
古
文
の
字
形
と
を
詳
細
に
比
較

が
引
用

の
古
文
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い

 

 

一 

の
詩
の
引
用
に
つ
い
て 

 

に
よ
れ
ば

合
計
四
四
〇
字
の
字
頭

し

の
下
の
許
慎
の
解
説

の
字
句
が
引
用

許
慎

詩

を
引
用
し
て
解
説
す
る
際

な
ど
の
い
く
つ
か
の
異
な
る
形
式
が
あ

極
め
て
少
な
い
事
例

表
記

一
般
的
な
事
例
と
し
て

一
つ

の
単
字

の
下
に
一
つ
の
例
文
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
が

二
つ
の
例
文

を
併
記
し
て
引
用

褮

新
附
字
の
小
字
注
も
詩
を
引
用

数
量
は
極
め
て
少

三
例
の
み

一
つ
は
引
用
し
た
詩
の
中
に
字
頭
の
字
形
が
見
ら
れ

段
玉

裁
は
小
徐
本
と
字
書
・
韻
書
を
根
拠

大
幅
な
追
加
・
削
除
を
し
た

追
加
の
例
と
し

段
玉
裁
の
注

は
卓
越

し
た
も
の
で
あ
る
が

追
加
し
た
字
形
の
多
く
は
安
大
簡
に
は
見

本
稿
の
主
旨
と

も
無
関
係

の
引
用
す
る
詩
に
つ
い
て
検
討
す
る
際

段
注
が
追
加
・
削
除
し
た
例
は
含

 

先
人

を
引
用
す
る
際
に
は
字
形
・
字
音
・
字
義
の
三

つ
の
方
面
か
ら
の
利
用
し
か
な
い

指
摘
し
て
い
る

ま
ず
字
音

極
め
て

少
な
い
事
例
と
し
て
は

た
だ
注
音
に
の
み
限
る
も
の
は
お
よ
そ
二
十
例
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え
ば
玉
部

玤

讀
若
詩

段
注

此
引
經
説
字
音

注
音
に
詩
を
用
い
た
例
は
安
大
簡
に
も
見

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

す
る

 

次
に
字
形

を
引
用
し
て
構
造
を
論
証
す
る
も
の
が
あ
る
が

注

直
接
字
形
を
解
析
す
る
例段

注

…
…

許
不
但
云
積

詩
の
引
用
が

許
慎
が
自

分
で
解
釈
し
た
語
義
と
少
し
も
関
係
が
な
い
こ
と
も
あ
る

と
段
注
は
述

の
よ
う
な
場
合

證
字
形
而
已

を
説
明

と
述

た

㜝

 

最
後
に
字
義

を
引
用
し
て
語
義
を
説
明
す
る

こ
れ

を
引
用
す
る
主
要
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ど
れ
が
字
形
分
析

字
義
解
釈
で
あ
る
か
を
区
分
・
統
計

多
様
な
例
が
あ

作
業
は
困
難

の
体
裁
に
つ
い
て
は

據
形
系
聯

関
連

の
原
則
が
全
書
に
貫
徹

同
一
部
首
内
の
字
は

総
じ
て
部
首
と
同
時
に
形
体
・
語
義
と
も
関
係

言
い
換

許
慎

の
制
限
範
囲
内
で
意
味
を
解
釈

前
述

の
注

䯤

字
に
は

と

段
注
に
は

の
引
用

正

正
字

は

に
従
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調

こ
れ
を
踏
ま
え
て
推
測
で
き
る
の

の
字
句
を
引
用
す
る
の
は
意
味
を
解
釈

そ
れ
は

詩
句
の
上
下
の
文
か
ら
義
符
を
限
定
・
証
明
し
て
い

す
な
わ
ち
部
首
の
合
理
性
を
証
明
し
て
い
る

 

は
抄
写
年
代
か
ら
見
る
と
真
正
の
戦
国
古
文
で
あ
る

が
引
用

の
文
字
と
の
対
応
関
係

ま
た
こ
の
対
応
に

が
引
用
す
る
詩
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

以

を
試

 

 

二 

と

の
字
句
対
応
関
係 

 

こ
こ
で
は

安
大
簡

が
引
用

の
経
文
と
の
対
応
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
限
定

の
字
頭
の
下
に
引
用
さ

れ
る
詩
句

安
大
簡
の
中
に
対
応
す
る
文
が
あ
る
の
み
と
し

下
表
の
よ
う
に
ま
と
め

字

讀
若
詩

安
大
簡
の
第
34
簡

有

孂

字

讀
若
詩
糾
糾
葛
屨

安
大
簡
の
第
100
簡

趬

〓

葛
縷

〓
は

䀠

字

讀

安

大
簡
の
第
102

103
簡

良
士

〓

の
字
符
に
隷

定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
い
ま
な
お
議
論

も
し

と
隷
定

の
瞿
部
に
入
れ
ら

の
下
に
は
詩
を

引
用

字
の
下

讀
若
詩
云
穬
彼
淮
夷
之
穬

穬

は

に
作

字
頭
と
し
て

糾

の
下
に
も
詩
を
引
用
し

て
い
な
い

本
稿
で
は
紙
幅
の

こ
れ
ら
は
計
上

 

表
中

詩

は
陳
刻
本
に
依
拠
し

毛

と
三
家
詩
の
用
字
な
ら
び
に

詩

に
依
拠

逐
一
注
記
し

な
い

三
家
に
異
字
な
し

三
家
の
テ
キ
ス
ト
で
調
べ
ら
れ

言

古
代
の
学
者
は

毛

と

の
字
が
異
な

と

テ
キ
ス
ト
に
証
拠
が
な
い
場
合

習
慣
的

を
用

い
て
い
る
と
推
測

実
は
そ
れ
を
証
拠
と
す
る
こ
と
は
難
し
い

そ
の
た

本
稿

三
家
に
異
字
な
し

し
て
い
る

以
上
を
踏
ま
え
て
総
計
す

の
よ
う
に
四
十
七
例
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と

の
字
句
対
応
表 

 
字頭 『説文』引詩 安大簡『詩経』簡文 三家異文挙例 

州 在河之州 簡 1：才河之州 今の『毛詩』は「洲」に作る。『玉篇』は「洲」に作り、『文

選』李善注は薛君章句を引用して「河洲」という（注9）。 

槮 槮差荇菜 簡 1：晶 苀菜 今の『毛詩』は「參」に作る。 

芼 左右芼之 簡 3：左右教之 『玉篇』は引用して「覒」に作り、古くは韓詩と見なす。 

斁 服之無斁 簡 5：備之無睪 『爾雅』や『楚辞章句』は「射」に作り、古くは魯詩と見な

す。『礼記』緇衣は「射」に作り、古くは斉詩と見なす。 

夃 我夃酌彼金罍 簡 7：我古勺皮金鑸 今の『毛詩』は「姑」に作る。 

岨 陟彼岨矣 簡 8：陟皮 矣 今の『毛詩』や『爾雅』は「砠」に作り、古くは魯詩は『毛詩』と

同じ。『釈名』は「岨」に作り、斉詩・韓詩ではないかとする。 

瘏 我馬瘏矣 簡 8：我馬徒矣 三家に異字なし。 

痡 我仆痡矣 簡 8：我 夫矣 三家に異字なし。 

 葛藟 之 簡 9：葛 榠之 「褮」字の下にこの詩を引用し、古くは斉詩と『毛詩』とが

同じであると見なす。 

詵 詵詵兮 簡 10：選〓可 『玉篇』はこれを引用して「 」に作る（注10）。  

枖 桃之枖枖 簡 11：桃之夭夭 今の『毛詩』は「夭」に作り、『易林』は同じ、古くは斉詩

『毛詩』は同じであると見なす。女部の「 」の下にこの詩

を引用し、魯詩・韓詩ではないかとする。 

永 江之永矣 簡 16：江之羕矣 『文選』李善注が引用する薛君章句は「漾」に作る（注11）。 

羕 江之羕矣 (同上）  

沚 于沼于沚 簡 22：于渚于止 三家に異字なし。 

嘒 嘒彼小星 簡 35：李<孛>皮少星 韓詩ではないかとする。 

洍 江有洍 簡 36：江有洍 今の『毛詩』は「汜」に作り、『易林』は「汜」に作り、古

くは斉詩と『毛詩』とが同じであると見なす。 

汜 江有汜 （同上）  

歗 其歗也謌 簡 37： 也诃 『慧琳音義』が引用する韓詩では「歌無章曲曰嘯」と言う。 

禯 何彼禯矣 簡 39：可皮 矣 三家に異字なし。 

茁 彼茁者葭 簡 40：皮 者  三家に異字なし。 

豝 一發五豝 簡 40：一發五  三家に異字なし。 

驖 驷驖孔阜 簡 43：四 孔  古くは斉詩の誤字と見なす。『東都賦』は「鐡」に作り、古

くはまた斉詩と見なす。 

輶 輶車銮鑣 簡 44：象車 麾 三家に異字なし。 

猲 載獫猲獢 簡 44：載監 喬 今の『毛詩』は「歇」に作り、『爾雅』や『西京賦』は「猲」

に作り、古くは魯詩と見なす。 

楘 五楘梁輈 簡 45：五備桹  三家に異字なし。 

錞 厹矛沃錞 簡 46：鉤矛 淳 三家に異字なし。 

韔 交韔二弓 簡 46：交鬯二弓 『経典釈文』に「本亦作鬯」とあるが、古くは三家と言わない。 

軜 沃㠯觼軜 簡 47： 以结纳 三家に異字なし。 

惴 惴惴其慄 簡 52：諯〓其栗 三家に異字なし。 

鴪 鴪彼晨風 簡 55： 皮晨風 『韓詩外伝』は引用して「鷸」に作る。 

藚 言采其藚 簡 71：言采亓  三家に異字なし。 

岵 陟彼岵兮 簡 72：陟皮古可 『爾雅』と『玉篇』の字は同じ。 

屺 陟彼屺兮 簡 73：陟皮杞可 『爾雅』は「峐」に作り、魯詩の別本ではないかと見なす。 

漘 置之河之漘兮 簡 79：今將至者河之沌可 三家に異字なし。 

淪 河水清且淪漪 簡 79：河水清 淪可 『文選』李善注が引用する薛君章句は同じく「淪」に作る。 

 紞彼兩  簡 84： 皮兩  今の毛詩は「髦」に作り、『列女伝』の引用は同じ、古くは

魯詩と『毛詩』とが同じであると見なす。 

薺 墙有薺 簡 85： 有  今の『毛詩』は「茨」に作る。 

珈 副笄六珈 簡 87： 幵六加 新附字。三家に異字なし。 

㐱 㐱髪如云 簡 88：軫 如云 『説文』の或体と『毛詩』は「鬒」に作り、『汗簡』が引用

する古えの『毛詩』は「㐱」に作り、三家に異字なし。 

瑱 玉之瑱兮也 簡 88：玉瑱象揥也 『玉篇』は「真」に従い「耳」に従い、韓詩ではないかとする。 

縐 蒙彼縐絺 簡 88-89：蒙皮  三家に異字なし。 

袢 是紲袢也 簡 89：是埶樂也 整理者は「樂」は「栾」の誤りであり、栾と袢とは通仮する

と見なす。三家に異字なし（注12）。 

媛 邦之媛也 簡 89：邦之 可 『経典釈文』は韓詩を引用して「援」に作る。 

攕 攕攕女手 簡 100： 〓女手 戈部㦰字の解説に「一曰讀若詩攕攕女手」とある。今の『毛詩』は

「摻」に作り、『文選』李善注は韓詩を引用して「縴」に作る。 

襋 要之襋之 簡 100：要之 之 三家に異字なし。 

僻 宛如左僻 簡 100： 然左  今の『毛詩』は「辟」に作り、三家には異文はない。 

襮 素衣朱襮 簡 104：索衣絑襮 『爾雅』は『毛詩』に同じ。 
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に
は
異
文
で
字
形
の
区
別
で
は
な
い
も
の
が
二
例

は
安
大
簡
本

に
作

れ
は
字
句
の
対
応
関
係
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

な
い

注
13

薺

は
安
大
簡
の

 

と
対
応

後
者
は
一
般
的
に
伝

の
諧
声
の
通
仮
字

合
音

薺

造
字
法
が

異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

注
14

 

が
完
全
に
一
致

羕

な

を
引
用
す
る
際
に
も
安
大
簡
の
字

形
と
一
致

の
下
に
は
こ
の
詩
を
引
用

同
一
と
見

孟
子
音
義

で
は

誤
字
で
あ
り

本
来

作

安
大
簡

と
一
致
す
る
可
能
性
も
あ
る

四
家
詩
を
合
計

羕

洍

淪

の
七
組
の
字
形
が
安
大
簡
の
字
形
と
一
致

文
字
の
形
体
が
異
な
る
と
い
う
だ
け
の
も
の

詩
句
全

体
の
対
応
を
疑
う
必
要
は
な
い
も
の

逐
一
対
比

 

 

三 

字
形
の
差
異
・
分
類
に
つ
い
て
の
検
討 

 

を
通

次
の
点
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う

一
句
の
詩
の
字
形
が

す
べ
て
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
求

の
詩
の
引
用
に
は
安
大
簡
本
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
も
の
が
な

薺

の
二
つ
の
特
殊
な
例
と
七
組
の
同
じ
も
の
を
除

字
形
上
の
差
異
は
極
め
て
大
き
い

こ
の
よ
う
な
異
同
に
つ
い
て
分
類
・

検
討

 

に
お
い
て
字
頭
に

こ
れ
ら
の
字
か
ら
言

の
引

詩
と
安
大
簡
の
字
形
に
は
以
下
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
形
体
の
対
応

義
符
・
音

符
・
語
義
の
対
応
関
係

表
２

４

に
示

羕

洍

淪

の
六
組

安
大
簡
の
隷
定
の
字
形

の
字
形

と
が
同

義
符
・
音
符
が
い
ず
れ
も
同

下
表
に

は
入

と
安
大
簡
本

は
詩
句
が
異
な
る
可
能
性
が

二
つ
の
字
は
対
応

入

 

 

の
対
応 

の
八
組
の
義
符
の
対
応

関
係
は
比
較
的
明
確

攕

に

従

に
従
う
も
の
の
区

別

の
旁

が
漢
字
部
首
の
相
対
す
る
位
置
に
制

限
が
あ
る
こ
と
を
受
け
て
生
じ
た
形

の
変
化
で
あ
る
と
考

 

第
六
組
の

は
後
漢
以
前
の

見

に
は
見

第
五
組
の
二
つ
の
字
形
の
左
側
は
い

馬

に
従

右
側
の
部

品
の
音
義
に
は
互
い
に
隔
た
り
が
あ

整
理
者
や
郝
士
宏
氏

は

お
そ
ら
く
誤
字

字
は

で
あ
る
と
考
え
て
い
る 

16

 

 
 

番号 『説文』字頭 対応する安大簡本の字 義符の説明 

1 永 羕 『説文』：「羕」は永部にある。 

2 汜 洍 『説文』：二字は同じく水部にある。 

3 歗  『説文』：「歗」字は欠部にある。 

4 茁  『説文』：「茁」字は艸部にある（注 15）。 

5 驖  『説文』：「驖」字は馬部にある。 

6 藚  『説文』：「藚」字は艸部にある。 

7 漘 沌 『説文』：「漘」字は水部にある。 

『玉篇』：「沌」字は水部にある。 

8 攕  『説文』：「攕」は手部にある。 

【表２】義符対応関係表 
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斁

字
に
つ

詩
云
服

之
無
斁

斁

厭
也

二
つ
の

語
義
に
は
区
別

槮

晶

／
厽

伝
統
的
な
見
解
に

參

字
の
古
文
の
省
略
で
あ

槮

音
符
と
同
じ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る

晶
／
厽

字
の
構
造

は
三
つ
星
か
ら
の
会
意

た
め
戦
国
文
字
で
は
そ
れ
を
用
い
て

三

語
を
表

現
代
の
規
範
字
の

中

晶
莹

晶

字
で
は
な
い

17

 

安
大
簡
の
整
理

者
は
こ
れ
ら
の
通
仮
関
係
に
つ
い
て
詳

細
に
証
明

上
表
で
は

た
だ
通
仮
関
係
が
比
較
的
直
接
的
な
証

拠
を
列
挙

整
理
者
の
注
釈
か
ら

見

の
三
十
一

組
の
文
字
は
語
音
を
備
え
た
対
応
関
係

が
基
礎
に

整
理

者
は
文
字
・
語
句
の
関
係
を
詳
述
し
て

そ
の
注
釈
は
非
常
に
綿
密

筆

者
が
再
び
説
明
す
る
に
は
及

た
と
え
ば

夃

な
ど
の
字

番号 『説文』字頭  対応する安大簡本の字 通仮関係の説明 

25 夃  古 『玉篇』では「夃」、今「沽」に作る。 

26 岨  『周易』夬卦に「次且」とあり、上博楚簡では「且」は「疋」に

作る（注18）。 

27 瘏 徒  

28 痡 夫 茅蒲の蒲、上博楚簡では「芙」に作る（注19）。 

29  榠 『儀礼』士喪礼の鄭玄注に「螟、讀若詩曰葛藟萦之。」とある。 

30 嘒 李<孛>  

31 禯    

32 豝   巴蜀の巴、戦国竹簡では「 」に作る（注20）。 

33 楘  備  

34 韔 鬯 【表１】の韓詩の異文に見える。 

35 縐    

36 袢 樂<栾？>  

37 媛   

38 襋    

39 僻   

番号 『説文』字頭 対応する安大簡本の字 『説文』における音符の説明 

9 在 才 「存」である。「土」に従い、「才」声。 

10 槮 晶（厽） 木が生長するさま。「木」に従い、「參」声。 

11 斁 睪 「攴」に従い、「睪」声。 

12 詵 選 言を致す（伝える）こと。「言」に従い「先」に従い、「先」声。 

13 枖 夭 木が若く盛んに茂るさま。「木」に従い、「夭」声。 

14 鴪  鸇（ハヤブサ）が飛ぶさま。「鳥」に従い、「穴」声。 

15 沚 止 小さな渚を「沚」という。「水」に従い、「止」声。 

16 猲  口の短い犬である。「犬」に従い、「曷」声。 

17 錞 淳 矛戟の柄の下の銅鐏（石突き）である。「金」に従い、「 」声。 

18 軜 納 驂馬(三頭立ての馬車)の内側の馬の轡と軾(車台前部の手摺り)

を繋ぐ手綱。「車」に従い、「内」声。 

19 惴 諯 心配し恐れること。「心」に従い、「耑」声。 

20 岵 古 山に草木があること。「山」に従い、「古」声。 

21 屺 杞 山に草木がないこと。「山」に従い、「已」声。 

22   髪が眉に至ること。「髟」に従い、「敄」声。 

23 㐱 軫 髪がびっしりと多いこと。「彡」に従い、「人」声。 

24 珈 加 （新附：婦人の首飾り。「玉」に従い、「加」声。） 

【表４】語義対応関係表 

【表３】音符対応関係表 
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字
形
と
詩
意
の
関
係

先
人
の
論
述
は
極
め
て
多

多
く
が
四
家
詩

の
大
義
異
同
に
も
波
及

本
稿
で
は
紙
幅
の

説

明
を
要
す
る
も
の

の
組
の
二
つ
の
字
形

の
該
当
の
字
形

は
艸
部

安
大
簡
本

に
従

旁
は
古
文
字
の
構
造
の
中
で
は
交
換
の
現
象
が
存
在

一
例

で
は
比
較
的
特
殊

義
符
の
対
応
表
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
も
良

対
応
す
る
字
は

毛
詩

で
は

萦

に
作

の
糸
部

と
解
釈
さ
れ
て
お
り

字
の
下
に
は
こ
の
詩
を
引
用

艸
部

は

艸

と
解
釈

に
従
う
こ
と
を
主

段
注
に
は

與
萦

音
義
同

と
書

我
々
の
現
在
の
理
解

音
義
が
同
じ
で
あ

狭
義
の
異
体
字

の
解
釈
は
明
ら
か
に
異

許
慎
の
考

え
を
推
測

詩
は
葛
藟
を
詠
唱

に
従
う
も
の
を

正
体

字
形
の
論
拠
が
充
足

に
従

に
従
う艸

褮

と
指
摘
し
て
い
る

注
21

字
形
が

に
従
う
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
証
明

 

 

の
文
字
対
応
の
特
徴 

先
に
掲

の
う
ち

に
つ
い
て
述

文
字
の
構
造
の
角
度
か
ら
言

表

十
六
組
の
字
形
は
一
組
も
形

体
が
同

第
十
組
が
や
や
複
雑
で
あ
る
と
い
う
点
を
除

他
の
十
五
組
の
字
は
い
ず
れ
も
明
ら
か
な
諧
声

字
の
声
符
が
同
じ

の
関
係
を
備

諧
声
の
字
の
組
の
中

才

睪

夭

止

古

加

六
組

安
大
簡
本
の
字
形
は
音
符

は
こ

れ
に
義
符
を
加

㐱

字
の
組
が

の
字
形
で
は
音
符
に

当
た
る
こ
と
を
除

残
る
も
の
は
い
ず
れ
も

と
安
大
簡
の
字
形
と
で
は
義

符
が
入
れ
替

第

第
二
十
四
組
の
字
形

の
字
形
と
安
大
簡
と
を
比
べ
る
と

主
に
追
加
あ
る
い
は
義
符
を
入
れ
替
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る

が
追
加
・
入
れ
替
え
た
義
符
に
も
特
徴
が
あ

斁

は
動
作
を
表
す
義
符
を
追
加

沚

水
の
流
れ
を
表
す
義
符
を
追
加

岵

は
山
丘
を
表
す
義
符
を
追
加

八
例
は
義
符
を
入
れ
替
え
た

た
と
え
ば

詵

は
入
れ
替

言

旁
と
な
り

詩
の
意
味
は
音
を
発

言

従
う

軜

入
れ
替

旁

屺

入

れ
替

山

旁

軫

の
例

は
安
大
簡
本
に
比

旁
が
少
な
い

發
如
云

詩
の
意
味

車

と
関
係
が
な
い

い
ず
れ
も
詩
句
の
上
下
の
文
義
に
関
連

義
符
を
増
減
さ
せ
て
い
る

 

次

十
五
組
の
字
形
の
構
造
は
明
ら
か
に
異

漢
字
の
一
部
か
ら
整
字
に
至
る
ま
で

違
い
は
い
ず
れ
も
か
な
り
大

整
理
者
の
注

釈

十
五
組
の
字
形

と
同
じ
く
発
音
の
つ
な
が
り

か
ら
対
応
関
係
を
形
成

表

は
部
首
の
語
音
か
ら
手
が
か
り
を

得

表

は
整
字
の
語
音
か
ら
手
が
か
り
を
得

同
時

表

は
義
符
の
対
応

語
音
の
関
係
も
含

し
か

に
あ
る
別
の
組
の
文
字
の
関
係
は
単
純
に
通
仮
関
係
に
あ

羕

の
字
形
の
中
に
見
ら
れ
る

は

純
粋
な
音
符

語
義
と
少
し
も
関
係

羕

の

二
つ
の
字
の
下
に
同
一
の
句
の
詩
文
を
引
用

状
況
は

江
有
汜

を

引
用
し
た
と
い
う
形
式
の
上
で
は

洍

同
一
の

が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
様

性
質
は
異
な
る

羕

は

が
声
符
に
加

て
形
成
さ
れ
た
分
化
字
で
あ
る

な
習
慣
に
よ
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古
文
字

羕

は
時
に
は
文
献
の
用
字
習
慣
に
基

と
読
む
べ
き

分
化
字
と
母
字
と
は
通
仮
関
係
を
構
成

 

の
字
形
は
構
造
の
上

の
字
形
と
安
大
簡
の
字
形
と
に
一
つ

の
明
確
な
区
別

の
義
符
は
い
ず
れ
も
詩
句
の
上
下
の
文
義
と
さ
ら
に

直
接
的
な
関
係

詩
の
意
味
を
登
山

岨

は
必
ず
山
に
従

に
従

疲
れ
切

状
態
を
描
写
す
る

は
必

に
従

に
作

に
作

詩
の
意
味
を

狩

は
必

に
従

の
類
に
従

以
上
の
贅
言
は

避

一
点

表

が
反
映
す
る
特
徴
と
同
様

表

は

表

が
我
々
に
与
え
る
印
象
を
強
め
る
も
の
で
あ
る
と
言

 

以
上
の
比
較
検
討
に

次
の
こ
と
が
指
摘

三
十
九
組
の
例

第
五
組
が
形
体
に
誤
り
が
あ
る
可
能
性
を
除

他

の
確
定
で
き
る
字
形
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
語
音
上
に
お
け
る
対
応
関
係

例
の
数
は

多

サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
と
し
て
参
考
に
な
る
と
言
え
る

サ
ン
プ
ル
を
抽
出

し
て
比
較
し
た
結
論
と
し
て

が
詩
を
引
用
し
て
証
明
し
た
単
字

ま
れ
に
安
大
簡
の
字
形
と
異

十
八
％
は
義
符
が
一
致

ま
た
ほ
ぼ
百
％
が
語
音
が
同
じ

近
い
通
仮
字

た
だ

別
の

角
度
か
ら
見

義
符
が
同
じ
も
の
は
七
組

声
符
は
互
い
に
同
じ
で
あ
る

が
義
符
を
追
加
・
入
れ
替
え
し
た
も
の
は
十
六
組

義
符
・
声
符
は
い
ず

れ
も
異

整
字
は
通
仮
し
て
い
て

の
義
符
が
詩
の
意
味
に
合
致
す
る
も

の
が
十
五
組

夃

の
組
は
唯
一
の
例
外

 

以
上
の
事
実
が
明
確
に
表
し
て
い
る
の

二
種
の
テ
キ
ス
ト
の
文
字
の
関
係
か
ら
言

主
な
特
徴
は
通
仮
で
あ
る

か
ら
言

安
大
簡

の

字
形
と
比
較

主
な
特
徴
は
義
符
を
増
減
あ
る
い
は
入
れ
替
え
し
た
こ
と
で
あ

り

義
符
と
引
用
さ
れ
た
詩
句
の
語
義
と
が
合
致
し
て
い
る
と
い
う

 

 

四 

安
大
簡
か
ら
見

の
正
字
意
識 

 

安
大
簡
本

が
引
用
す
る
詩
の
字
形
の
区
別
は
こ
の
よ
う
に
明
確

こ
の
一
側
面

の
正
字
意
識
を
体
現
し
て
い
る
と
考

形
式
の
上

漢
字
の
部
首
の
規
範
統
一
を
求
め

機
能
の
上

漢

字
の
義
符
の
合
理
性
を
十
分
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る

 

は

部
首

構
成
し
た
一
つ
の
漢
字
系
統

小
篆
の
形
体

の

の
標
準

は
こ
れ
ら
の
模
範

の
性
質
が
あ
る
小
篆
の
形
体
の
中
か
ら
優
先
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

注
22

先
行
研
究

が
字
頭
に
列
し
て
い
る
篆
文

実
は
漢

篆

原
因
の
一

設
立
字
頭
的
需
要

を
設
け
る

で

あ
る
可
能
性
が
あ
る

注
23

安
大
簡
の
字
形

許
慎
が

を
著
し
た
時
に
義
符
と
整
字
の
語
義
と
の
関
係
を
特
に
強
調

程

度
証
明

経
典
を
引
用
し
て
字
頭
の
形
体
を
証
明
し
た

す
る
字
形

古

で
あ
る
か
ど
う
か
は
重
要

重
要
な
の
は
該
当
の
字
形

の
系

統
に
納
入
で
き
る
こ
と
で
あ
る

 

許
慎
の
躊
躇
も
見
出

一
つ
の
形
声
字
が
経
典
の
中
で
元
々

た
と
え
ば

洍

許
慎
は
異
体
字
が
分
担
し
た
異
な

る
機
能
だ
と
区
別
し
た
こ
と
で

同
一
の
句
の
詩
を
引
用

段
注
で
は
こ
れ

は
転
注
・
仮
借
の
条
件
で
あ
る
と
考

問
題

も
し
段
注
の
説
に
従

交

は
あ
る
テ
キ
ス
ト

交

に
作

は
あ
る
テ
キ
ス

ト

に
作

異
文
が
安
大
簡
本

の
字
形
と
高

度
に
一
致

が
収

あ
る
字
形
を
解
説
す
る
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際

を
引
用

道
理
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

こ
れ
を
推
し
広
げ

先
秦
の
文
献
中
に
仮
借
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い

現
在
見
ら
れ
る
戦
国
抄
本
か
ら
言

に
異
体
字
が
あ
る
の
は

見
慣
れ
て

し
ま
う
と
少
し
も
珍
し
く
は

の
古
文
を
限
定
的
に
用

大
量
の
異
文
の
存
在
を
排
除
す
る
方
法
は
な
い

注
24

で
は
な
ぜ

は
字
形
の

範
囲
を
限
定
・
選
択

 

趙
平
安
氏
は
か
つ
て
秦
漢
簡
帛
文
字
の
通
仮
字
を
分
析

戦
国
秦
漢
の
通
仮
字
が
大

量
に
増
加

漢
字
の
隷
変
の
現
象
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
た

注
25

は
漢
字
形
体
の
変
遷
の
一
つ
分
岐
点

漢
字
の
形
体
に
大
き
な
変

化
が
生

形

意
味
を
表
す
と
い
う
特
徴
が
明
ら
か
に
弱

趙
氏

の
隷
変
は…

…

人
々
の
学
習
・
識
別

漢
字

使
用
に
極
め
て

大
き
な
困
難
を
引
き
起

漢
字
は
形
声
の
法
則
が
運
用

古
く

か
ら
あ
る
漢
字
に
対
し
て
大
規
模
な
改
造
が
進
め
ら
れ
た

状
況
は
漢
字
の

隷
変
の
た
め
に
形
声
字
の
急
増
を
促
し
た
と
概
括

…
…

述
べ

こ
の
結

論
は
秦
漢
簡
帛
文
献
の
通
仮
字
に
関
す
る
統
計

導
き
出

非
常

に
信
頼

許
慎
自
身
が
こ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
関

わ
ら
ず

は
確
実

を
用
い
て
規
範
の
字
形
を
定
め
て
い
た

の
で
あ
り

注
26

㐱

夃

を
包
括

い
ず

れ
も
形
声
の
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

注
27

こ
の
角
度

は

隷

変
が
進
行
し
て
後
期
に
至

文
字
学
が
隷
変
と
い
う
現
象
に
対
す
る
回
答
と
し
て
得
ら

れ
た
必
然
的
な
産
物
と
言

許
慎
は
結
局
の
と
こ

い
く
ら
か
の
真

正
の
古
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が

正
確
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
難

部
首

字
を
ま
と
め
た
字
典
を
編
纂
す
る
た
め
に
は

小
篆
を

用
い
る
こ
と
が―

―

秦
篆
か
漢
篆
か
に
関
わ
ら
ず―

―

古
文
を
用
い
る
よ
り
も
明
ら
か

に
都
合
が
良

 

部
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
字
頭
を
立
て
る
こ
と
と
を
除

説

の
解
釈
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る

上
古
漢
語
の
単
音
語
は
顕
著
な
多
義
性

を
備

最
も
簡
単
な
方
法
と
し
て
は
部
首
の
意
義
を
根
拠
と
し
て
多
義
語
を
選

び
出
す
以
上

 

本
稿
の
対
応
表
を
見

が
引
用

と
安
大
簡
の
文
字
の
主

要
な
差
異
の
具
体
的
表
現
は
義
符

が
引
用

に
は
明
ら

か
な
目
的

詩
句
中
の
字
義
を
用
い
て
義
符
の
合
理
性
を
強
化
す
る
こ
と

の
系
統
の
中

義
符
は
い
ず
れ
も
論

拠

王
寧
氏
が
か
つ
て
指
摘

の
釈
義

は
意
識
的
に

五
経
の
具
体
的
な
語
句
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る

を
採
用
し
て
お

り

こ
の
よ
う
な
釈
義
の
形
式

と
言
う
こ
と
も

解
釈
す
る
必
要

が
あ
る
語
を
具
体
的
な

語
境

中
に
置
い
て
解
釈

と
述
べ
て
い
る

注
28

現
在
戦
国
文
字
の
材
料
は
か
な
り
多

を
用

の
語
義

を
記
録
す
る
こ
と
は
非
常
に
よ
く
見

は
小
篆
の
規
範
の
写
法

許
慎
は
こ
の
形
体
を
用
い
て
字
頭
と
し

字
形

に
従
う
も
の
で
あ
る

と
い
う
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

注
29

い
換

経

典
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
否

と
訓
む
の
は
理
解
し

が
た
い
こ
と
で

そ
し
て

の

を
引
用
す
る
の

論

証
の
目
的
は

の
意
味

に
従

土
部
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

の
他
の
各
事
例

は
い
ず
れ
も
こ
の
推
論
に
依
拠

 

 
お
わ
り
に 

 

か
ら
引
用
し
た
と
称
す
る
単
字
と
安
大
簡

の
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字
形
と
を
比
較
し
て

語
義
か
ら
言
え
ば
基
本
的
に
一
致
す
る
も
の
で

二
種
の
詩
句
の
読
み
方
・
意
味
も
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
物
語

こ
れ
と
は
対
照
的

字
形
の
差
異
は
か
な
り
顕
著

義

は
明
ら
か
に
漢
字
の
隷
変
の
過
程
の
中
で

し
た
産
物

の
部
首
と
義
符
は
互
い
に
支
柱

引
詩
は
語
義
を
証
明
す
る
だ

け
で
な
く

注
30

字
形
の

を
証
明
す
る

形
式
面
か
ら
言

引
用

お
よ
び
そ
の
他

の
経
典
文
献
の

の
部
首
の
原
則
と
調
和
す
る
こ
と
で

適
切
な
部
首

に
入

機
能
面
か
ら
言
え
ば

引
用
さ
れ
た

お
よ
び
そ
の
他

の
文
献
の
文

は
義
符
の
合
理
合
法
を
直
接
証
明
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

許
慎

が
生
き
た
時
代

漢
字
は
隷
変
を
経

そ
の
形
体
は
す
で
に
先
秦
時
期
の
古

漢
字
と
大
き
く
異

が
示
す
こ
の
よ
う
な
正
字
意
識

隷
変
と

い
う
大
き
な
歴
史
的
背
景
の
下

に
お
け
る
不
朽
の
意
義
を
も
た
ら
し
た

と
言
え
る
の

 

   
 

注 

 

黄
徳
寛
・
徐
在
国
主
編

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

 

許

本
稿
で
用
い
て
い
る
段
玉
裁

の
注

経
韻

説

浙
江
古
籍
出
版
社

年

に
よ

逐
一
注
記

 

各
家
の
統
計
の
基
準
は
異

に
は
例
外

の
統
計
は

の
統
計
は

の
統
計
は
四
百
四
十
一
個
の
字
頭
の
下
に
詩
を
引
用

楊
・
郭
両
氏
の
統
計

の
差
は
大

各
家
に
は
い
ず
れ
も
統
計
の
基
準
に
つ
い
て
の
説
明

統
計

材
料
を
列
記

筆
者
が
統
計
し
た

郭
氏
の

と
ほ
ぼ
同
様

の
結
果
が
得
ら
れ
た
が

統
計
す
る
と
四
百
四
十
例

の
解
説

を
引
く
と
言
う
も
の
の
詩
句
を
引
用

一
例
は
数
に
入
れ
て
い
な

二
例
の
字
頭
の
下
に
は
二
度
詩
を
引
用

詩
の
引
用
の
合
計
は
四
百
四

十
一
例

違
い
が
も
た
ら
す
統
計
学
的
意
義
は
そ
れ
ほ
ど
重
要

翟
金

詩

許

楊
合
鳴

報

 

段
注
の
中
で
何
度

説

と
指
摘

 

整
理
者
も

隷
定
し
て
も
良
い
と
述

竹
簡

 詩

 

其
嘯

慧
琳
の
音
義
は
韓
詩
の

歌
无
章
曲
曰
嘯

を
引
用

古
代
の

人
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
韓
詩

に
作

字

と
同
じ
で
あ
る
と
考

許
慎

は
魯
詩
・
斉
詩
に
基

歗

に
作

遡

推
論

整
理
者

魯
詩
・

斉
詩
が

歗

に
作
る
の
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
説
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
言

実
際
に

論
理
上
か
ら
は
許
慎
は
魯
詩
・
韓
詩
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
を
導
き
出
す
方
法

の

た
と
え
ば

が
安
大
簡
本

洍

に
作

と
互
い

に
証
明

明
ら
か
に
安
大
簡
が
魯
詩
・
韓
詩
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
結
論
づ

け
る
こ
と
は
難

整
理
者

韓
・
魯

洍

に
作

簡
本
と
同
じ
で
あ
る
と
述

こ
れ
自
体
は
誤

逆
に
安
大
簡
本
が
す
な
わ
ち
韓
詩
・
魯
詩
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

と
い
う
意
味

 
よ
り
早

の
テ
キ
ス
ト

の
残
篇
の
み
で
あ

胡
平
生
氏
は
す
で
に
文
字
の
対
比
を
通

は
ど
の
一
家
の
テ
キ
ス
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ト
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

民
間
に
流
伝
し
た
別
の

で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る

胡
平
生
・
韓
自
強

が
多
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
を
避

議
論
し

 
は
遅
く
に
出

古
代
の
人
は
こ
こ
に
お
い
て
韓
詩

に
作
る
可
能

性
を
回
避
す
る
こ
と
が
多
く

に
作

三
家

に
作
る
と
認

定

現
在
見
ら
れ
る
秦
漢
文
字
か
ら
言

後
漢
以
前
の
文
献

字
が
存
在
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
く

に
作
る
の
は
お
そ
ら

く
い
ず
れ
も
後
に
字
を
改
め
た
結
果

 

10

は
ま
た
五
字
の
別
字
を
列

安
大
簡
と
同
じ
形
は
一

 

11

の
注
は
段
注
を
引
用
し
て
安
大
簡
本

羕

は
韓
詩
と
同
じ
で
あ
る
と
言

今
本

は
薛
君
章
句

を

引
用

古
代
の
人
は
こ
れ
を
韓
詩
の
本
文

に
作

考

安
大
簡
本
の
字
形
と
は
異
な

段
玉
裁
は
詳
細
を
待
つ
と
述
べ
て
い

 

12

の
下
に
二
つ
こ
の

を
引
用

は
同

 

13

徐
在
国
氏

安
大
簡
本

と
に
は
三
種
の

す
な
わ
ち
通
仮
・
異
体
・
同
義

が
あ
る
と
指
摘

は
こ
の
三
種
の
い
ず
れ
に
も
属

安
大
簡
の
注
釈
も
た
だ
異
文
を
列
記

異
文
の
関
係
に
つ
い
て
は
説
明

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

 

14

伝
世
文
献
で
は

は
合
音
で

薺

一
種
の
植
物
を
指
す
と
考
え
ら

程
燕
氏
は
安
大
簡
本
の
字
形

に
従

ム
カ
デ

を
指

爾

雅

虫
に
見

伝
世
本

に
従
う
字
頭
で
あ
る
た
め
に

植

物
と
理
解
さ
れ
た
と
考

墙

が
何
を
指

要

す
る
に
一
つ
の
双
音
節
の
単
純
語

が
用
い
る
単
音
語
は
造
語
法
の
差
異
で
あ

字
形
の
差
異

 

15

の
対
応
す
る
字
形

黄
徳
寛
氏

上
部
は
某
種
の
植
物
の
象
形
に
由

来

の
底
に
加
え
て

と
見

構
造
・
本
義
は
ま
さ
に
植
物

が
生
長
し
て
生
い
茂

枝
葉
が
よ
く
茂

貌
を
表

が
義
符
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
な
い
と
考

 

16

整
理
者
の
説
は

簡

に
見

簡

 

17

何
琳
儀

―

戦
国
文
字
声
系―

趙
平
安
氏
は

伝
統
的
な
見
解
は
取

こ
れ
は
会
意
の
字

人
の
頭
髪
の
上
に
三
つ
の

髪
飾
り
が
あ
る
こ
と
を
示

三
の
意
味
を
表

と
考
え
て
い
る

釈

統
的
な
見
解
か
趙
氏
の
新
見
解
か

こ
の
一
組
の
字
を
本
表
に
入
れ
る
こ
と
の

妨
げ
に
は
な
ら
な
い

 

18

 

19

 
 

20

李
学
勤

包
山
楚

即
巴
国
説

〇
六
年
第
六
期

 

21

か
ら
転
用

 

22

年

 

23

趙
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24

学
者
は

の
異
文
の
対
比

漢
初
の
長
い

時
間
の
中

字
形
の
上
で
は
定
本
の
意
義
を
備

の
テ
キ
ス
ト
は
存
在

と
考

趙
争

と

の
異
文
の
比
較
に

 

25

簡 

26

の
統
計

と
見
な
し
て
い
る
字
は
占
全
書
の
単
字
の
八
十
二
・
三
％
を
占

の
統
計

こ
の

は
八
十
七
％

以
上
で
あ
る
と
言

 

27

の
材
料
に
つ
い
て
言

許
慎
の
分
析
は
信
頼

こ
の
よ
う

な
典
型
で
は
な
い
形
声
字

許
慎
も
特
殊
な
知
識
の
保
持
や
分
析
の
正
確
さ
を
把

握

こ
れ
は

が
も
た
ら
し
た
影
響

㐱

で
は
会
意
と
見

よ
り

古
文
字
典―

戦

国
文
字
声
系―

夃

も
会
意
字

趙

簡
帛

に
見

 

28

は

に
見

随
文
釈
義
説
は

か
ら
転
用
し
て
い
る

 

29

の
字
形

古
文
字
学
者

に
従

に
従
う
も
の
で

あ
る
と
見

許
慎
の
思
考
か
ら
字
形
を
分
析

 

30

に
は
義
訓
と

の
句
の
意
味
と
が
関
連
し
な
い
場
合

の
字
形

が
引
用

㜝

の
下
に
は
二
つ
の

難

が
列

後
に

㜝

を
引
用

句
の
詩
は
二
つ
の
語
義
と
は

無
関
係

段
注
に

許
稱

不

は
字
形
を
証
明

詩
の
意
味
に
怒
る
・
知
り
が
た
い
と
い
う
二
つ
の
解
釈
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
言

非
常
に
正
確
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